
 

 

令和 8年 6月  

                                      No.15 

 

「院長さん きいて！」 への回答 

 

 

「付き添い家族の食事についてお願いがあり書 

かせていただきました。 

子が生後直後から入院し、付き添い生活が始 

まりました。慣れない病院環境や哺乳制限中の

対応などに追われる中、自分自身の食事を準備

することが想像以上に大変でした。 

 子の月齢が低く、病棟内の電子レンジを使う

事さえ難しく感じ、売店へお弁当を買いに行く

ことはハードルが高いと感じました。子どもの

体調が心配で、自分の食事まで気を配る余裕が

持てないのが正直な気持ちです。 

 また、産後間もない保護者が付き添う場合、

保護者自身の休息や栄養も特に必要ですが、現

実的には簡単なもので済ませざるを得ません。

付き添いで心身ともに消耗する中、せめて食事



 

 

面だけでも安心して過ごせる環境があれば、保

護者の支えになりその結果として子どものケア

にもつながるのではないかと感じています。こ

ういった保護者への配慮として、付き添い食に

ついてご検討いただけましたら、大変ありがた

いです。」 

 

との内容の投書に回答いたします。 

 

 

 このたびは、ご意見をいただきましてあり

がとうございます。 

 お子さんに付き添っておられるご家族様は

どなたさまでも、お食事や睡眠といった基本

的生活習慣について、ご苦労がありますこと

を病院としても認識し理解しております。 

 また、こういったことへの支援も必要であ

ると考えております。 



 

 

 食事への支援については、売店で使用可能

な応援チケットの発行、またキッチンカーの

出店を企画する等を行ってまいりました。 

 お子さんのそばを一時的に離れるなど、入

院生活での日常のちょっとしたことにつきま

しては、どうぞ遠慮なくスタッフにお申し出

ください。可能なかぎり対応してまいりま

す。 

 今後も、皆様により良い医療や環境の提供

をできるよう努めてまいります。 

 

               

病 院 長 

  

 

 

 

 

 
          



 

 

令和 8年 6月  

                                  No.16、17 

 

～感謝のお言葉をいただきました～ 

 

 

1 「妊婦検診からお世話になり、息子がこの 

春、一歳になりました。産まれた時は、低出生 

体重で、顔に腫瘍もあり、無事に育てられるの 

か不安になりましたが、助産師さん、先生方に 

本当に支えていただき、乗りこえる事ができま

した。 

先生方には、外来でも熱心に、安心できるよ

うに関わって頂き、5 ヶ月の時に手術をしてい

ただきました。手術をさせる時期が子どもにと

って良いことなのか葛藤もありましたが、腫瘍

なんてまるで無かったかのように傷口か目立た

ないようにきれいに手術してもらえて、良い Dr

に会えたと思いました。また、小さく産まれた

子でしたが助産師さん、先生方のおかげで、お

っぱいの好きなムチムチボディになれました。 



 

 

これからもお世話になりますが、まずは一年、

本当にありがとうございました。心より感謝申

し上げます。」 

 

2 「無事に高校 2 年生になりました。私もあ 

っという間に先輩です。体調に気をつけて、 

勉強頑張ります。先生方、3 階スタッフのみ 

なさんにもどうぞよろしくお伝え下さい。」            

 

 

 ご丁寧にお言葉を書いてくださいまして、 

ありがとうございます。 

 頂いたお言葉が、わたしたちの日々の励みに

なっております。 

 出産直後やその後のご家族様の不安を乗り越

えられての一歳のお誕生日、本当におめでとう

ございます。これからも、元気いっぱいに成長

されることを願っております。 



 

 

 また、高校生活への意欲あふれるお手紙から

は、日々の生活が充実しておられる様子を伺う

ことができて、とてもうれしく思います。体調

を管理しつつ、楽しくご自身の未来をつくって

いってほしいと願っております。 

 今後も、皆様に喜んでいただける質の高い医

療を提供できるよう、努めてまいります。 

 

  

 

病 院 長 
 

 

 

 

      


